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学習院剣道部は、明治十二年（1879）に剣道が正課として取入れられたことに発し、戦後の武道

廃止の時代を経て、昭和二十八年（1953）に高等科で復興され、その後大学、高等科、中等科、

初等科、そして女子部と各科剣道部が発足し、学習院の基本理念である一貫教育を初等科より大学

生まで各科を通して実践している唯一の運動部である。先年に創部百三十周年を迎えた。 

部歌は昭和十二年（1937）、先輩達の現役支援組織「剣桜会」の設立を機に、高等科三年の秋田、

戸田両先輩が作詞した。その歌詞には四季に亘る剣道の修練が読み込まれており、現在まで歌い続

けられている。秋田先輩は戦前戦後半世紀にわたって剣桜会会長として剣道部の指導に当たられた。 

明治四十一年(1908)に目白にできた柔剣道場は，嘉納治五郎の設計した武道場であり部員に愛さ

れてきたが、昭和五十三年(1978)の創立百周年の際に取り壊され、現在では北グランドに新たな

武道場が建設され、活発な部活動の場になっている。 

 


